
平成２５年度第２回北海道後期高齢者医療広域連合運営協議会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

  平成２５年１０月１５日（火） １８：００～１９：００ 

  札幌市中央区南２条西１４丁目 国保会館 ４階 理事会室 

 

２ 次第 

（１）開会 

（２）事務局長挨拶 

（３）議題 

①  平成２４年度事業実績及び各会計決算について 

  【資料１】平成２４年度北海道の後期高齢者医療 

②  収納対策について 

  【資料２】収納対策について 

（４）閉会 

 

３ 出席者 

  別紙１ 出席者名簿のとおり 

 

４ 議事要旨 

  別紙２ 議事要旨のとおり 
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平成２５年度 第２回運営協議会 議事要旨 

質疑応答要旨（○：事務局 ■：委員） 

 

【議題１ 平成２４年度事業実績及び各会計決算について】 

 

■ 資料１、２ページ目の１の「（３）年齢区分別」の表で、再掲欄では｢現役並｣、｢低所

得者Ⅰ｣、｢低所得者Ⅱ｣という項目となっているが、その他の部分も記載してほしい。 

 

 ○ この表の中では、｢現役並｣、｢低所得者Ⅰ｣、｢低所得者Ⅱ｣の部分を特筆しており、

その他は省略している。今後、記載の適否を含めて表示の方法を検討したい。 

 

 

■ 医療費は前年から２．１９％増だが、１人当たり医療費は減っている。これはどうい

うことか。 

 

○ 被保険者が増加しているので全体の医療費は増加する状況にある。 

 

 

■ 医療会計の収入で支払基金交付金という項目があるが、これは各保険者が拠出してい

る後期高齢者支援金の受け入れであり、「後期高齢者医療費交付金」という名称になるの

で、正しく記載してほしい。 

 

○ この名称については、後期高齢者医療制度が始まった当時の、平成２０年に厚生労

働省から示されたものを引用している。各保険者から支払基金を通じて頂いているこ

とも十分理解しているが、名称変更の可否については改めて検討する。 

 

 

■ 資料１、１６ページの平成２４年度の各会計決算の支出の「高額療養費」の金額と、

資料２、２ページの｢３.高額療養費等の状況｣の金額は付合しているが、資料１、２ペー

ジの｢２.（１）医療費の内訳｣の金額である７６３，５７６，３３２円に見合う数字は、

資料２、１６ページの決算書の中では見あたらない。なぜ、決算書の中ではその数字を

記載しないのか。要望として、決算書にも同様の数字が記載されることを望む。 

 

○ 資料１、２ページの医療費では、被保険者の自己負担分等、医療に要した経費全体

を記載しているが、広域連合の決算は被保険者の自己負担分等は含まれず、広域連合

が支出した経費の記載となっている。 

別紙２  
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【議題２ 収納対策について】 

 

■ 資料２の全国収納率推移の中で、厚生労働省の速報値を取り上げているが、「平成２３

年度」という表記になっている。１年遅れているようにみえるが、これは誤りか。 

 

○ 正しい数値である。国から発表された最新の速報値は、平成２３年度のものであり、

平成２５年の１月に発表された。 

 

 

■ 収納率の全国順位について、非常に高齢化が進んでいる県の１つである島根県が１位

を維持しているようだが、何か特別な背景はあるのか。 

 

○ 様々な要因があるとは思うが、全国的にみても、特定の要因が収納率の高さの起因

となっているという確実なデータは今のところはない。島根県についても現段階では

不明である。 

 

 

■ 市町村納付相談支援事業の国の交付金の関係で、採択は手を挙げた市町村からするこ

とになるのか。また、そうであれば手を挙げる市町村は多いのか。 

 

○ 市町村に募集をし、２２年度から２４年度については、それぞれ１市町が手を挙げ

ている。２５年度については、３市から応募があり、事業の要件を満たした２市につ

いて、広域連合で国へ申請し、両市とも採択された。 

 

 

■ 市町村納付相談支援事業の国の交付金の関係で、この経費は人件費相当の費用なのか。 

 

○ 函館市では、臨時職員の賃金、社会保険料、交通費などの必要経費を計上し、全て

補助されている状況である。 

 

 

■ 今後の取り組みとして、保険料の口座振込の推進を、各市町村に指示していくことが

挙げられる。例えば医療費通知に記載するなど。あらゆる機会に口座振込を PR してもら

いたい。 

 

○ 医療費通知については希望者のみの郵送となっているが、効果等も含めて今後検討
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したい。 

 

 

■ 滞納繰越分の最終的な処理はどうなるのか 

 

○ 市町村においての不納欠損となる。 

 

 

■ 和寒町の健康診査受診率は４５．８４％で全道１位であり、医療費については全道で

１７６番目の費用となっている。この事例のように、健康診査の受診率と医療費には相

関があるのか。 

 

 ○ 健康診査の受診率が高く医療費が低いところもあるが、逆に健診受診率が高く医療

費が高いところもあり、必ずしも受診率が高いところで医療費が低くなるという傾向

までは出ていない。和寒町の受診率は、地道な町の活動が実を結んだ結果と言える。

広域連合としては、実践事例集の中で６市町村の効果的な取組みを紹介しているが、

和寒町はそのうちの１つである。 

 

 

■ 滞納繰越分の欠損処理の関係で時効は何年間になるのか。 

 

○ ２年間となる。督促状などを出して時効を中断することも可能である。 
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